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〈Summary〉
  We are immersed today with tremendous ﬂoods of media. The present paper is, as an 
individual mooring somewhere in physical and virtual networks, how to cope with constructing 
our individuality. “Mediapolis” is an conception that is analyzed mainly in Silverstone’s Media 
and Morality. There in the mediapolis of media networks, appearance, performance and rheto-
ric is the code of building up our individuality. Because of its role to mediate, individuality as 
mediator is expected to be constructive. That is why mediators go to battleﬁelds as journalist 
where they communicate the life and death reality which is often concealed as a result of the 
commodiﬁcation and branding in our market-based capitalism. With their efforts of decom-
modifying and debranding, mediators then are heading toward arts which are not the object to 
be appreciated in museums but often the sources to help build up our lifestyle; however, it is 
not that they be professional artists, curators, doctors of the refugee camps, cinema producers, 
musicians. As long as living in global environments, we are all by ourselves mediators in the 
local and global networks. Through performatively being creative and participatory but not 
destructive, we are all expected to communicate each other for constructing the culture of 
liberating us from fear and humiliation. Mediator’s battleﬁelds are our everyday life.
メディエイター
　ロージャー・シルバーストーンのテキストに Media and Morality: On the Rise of the Mediapolis
がある。ギリシアのアテネのポリスにかかわるメディアポリスとは，媒体空間であり，現れ見え
ること，上演と比喩である。
Like the polis it depends on visibility and appearance, performance and rhetoric. The world and 
its players appear in the media，and for most of us that is the only place they do appear. 
Appearance itself becomes, in both senses of the word, the world. （30）
　なにかと物議をかもしだしたアメリカ大統領選にあって，2016年 3月のスーパーチューズデー，
共和党のドナルド・トランプは，破竹の勢いで指命獲得に向かっていた。トランプは，日本の新
聞はもとより，アメリカのさまざまなマスメディア，そしてソーシャルメディアに現れる。ジェ
スチャー，身振り，声，ポリシーなど，どれをとっても目立つ候補者として現れる。ドナルド・
トランプを支持するアメリカ人たち ― k.k.k. の文字がプリントされた白い T シャツの姿もある
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が ― の熱狂によってこの不動産王はさらに突出して見える。すでに共和党は瓦解しているよう
にも見える事態のなかで，2012 年の共和党指命候補者のミット・ロムニーはトランプを民主主
義の敵，ペテン師，詐欺師だと厳しく批判した（“Mitt Romney Called Donald Trump ‘a phony’ 
and ‘a fraud’”（The New York Times. 3 Mar. 2016）。ロムニーは物乞いしてる失敗政治家だと応酬
するトランプの身振りや声は，メディア・ポリスという媒体空間における派手な上演であり，表
象されるトランプ現象であるかぎりにおいて，比喩であり，翻訳であり，物語である。
　社会学者のロバート・パットナムは，低学歴低所得のとくに白人男性，社会的つながりが少な
い人たちがトランプの支持者だというが（『朝日』6 Sep. 2016），ともあれインターネットの網目
にからむようにして，たとえば CNN や BBC に現れるトランプの身振りや声は，まさしくそこ
にアメリカを見せる。しかしそこは，国家アメリカの行政府の長を決める場としてあるにもかか
わらず，国民国家としてではなく，トランプと支持者がつくるネットワーク共同体として現れて
いる。「詐欺師」，「危険人物」，「ナルシシスト」などと呼ばれながらトランプは，国境の壁の費
用負担をめぐってメキシコ大統領と会い，ツイートし，演説する個人として現れている。アメリ
カ国家という領土を生きる国民ではなく，変幻自在にメディアに現れ共同体に参加する個として
現れている。
　現れとはたんに現れでることではない。メディアはたんに媒介することではないのと同様に。
というのも，現れも媒介もともに，考え，聞き，話し，行うことだからだ。だから現れはときに
心理的，政治経済的，歴史的にして日常的，そしてグローバルである。
　現れの世界にあって，われわれは ― アクセス無くしてここに住むことはできないのだけれ
ど ― 異様とも見えるトランプ現象を，自由と民主主義の国アメリカって幻想なんだね，アメリ
カ人の本音がトランプなんだね，と考え話しながら，地域活動やコンピュータネットワークにつ
ながりながらコミュニケーションを展開しつづける。そのようにしてわれわれもまた現れる。国
境の壁をつくる作業は現実的か非現実的かと論じるニュース番組のキャスターやそこに出演する
批評家たちとともに，マスやソーシャルなメディアに関わりならが，われわれもまた現れる。オ
ハイオ州で開かれた 7 月の共和党全国大会において，党指名受諾演説を行ったトランプは，グ
ローバリズムではなくアメリカニズムだというが，その意味するところは何処に由来するのかと
考え，問い，話しコミュニケーションするわれわれもまた現れる。
　われわれはメディエイターである。新聞を読み，テレビを見，ファション雑誌で見かけた髪型
やドレス，コマーシャルに現れる靴や鞄を身につける。そのようにして人やメディアと関わる。
仕事場ではパソコンの前にすわりグローバル世界に入り，やがて食堂でメニューを見る。仲間と
話しあいながら，和定食，中華料理，それともハンバーグ？日常を構成するさまざまなメディア
を身体に取込み，写真，ライン，メール，動画，映画などありとあらゆるネットワークに現われ，
意味，規律，感情を交換し共有しあう。メディエイターとして現れつづける。
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戦場のブランド化
　メディエイターが直面する問題の一つが戦争である。というのも戦争という戦略的殺戮は，メ
ディエイターの存在を認めない次元で頻発するからである。
　もちろん兵士たちは，戦場メディエイターとしてネットワーク化し団結する。しかしネグリと
ハートのいうマルチチュードのように，メディエイターは建設的でなければならない。個であり
ながら共としてコミュニケートしあうメディエイターは，ときに悪魔的なほどに団結しあうが，
だからこそ個の責任と倫理において共として構築的でなければならない。
　メディエイターは，いっぽうでは物理的だが，しかし翻訳され比喩として現れる戦場に，どの
ように関わるべきなのか。
　かつてアメリカ人にとって戦場は，インディアンが襲撃してくる森だった。大平原が戦場だっ
たこともある。独立戦争のレキシントンやコンコード，南北戦争のゲティスバーグ，やがてヨー
ロッパ，硫黄島，沖縄，朝鮮半島，ベトナム，アフガニスタン，イラクなど外地だったこともあ
る。
　しかし今や戦場は同時多発的にいたるところに存在する。戦場は，シリアやヨルダン川西岸の
ヘブロンだけではない。ベルギーのブリュセルの空港，フランスのパリ，トルコのアンカラ，バ
ングラデシュのダッカ，パキスタンのペシャワルなどいたるところが戦場になる。
　戦場は地理である。しかし戦場はラジオやテレビのニュース報道に現れる。そこで血が流れ，
戦車が砂塵を舞いあげながら突進し，前線で兵士は銃を撃ちつづける現地は，出来事と記憶をテ
クスチャーとするメディアとして現れる。それだけではない。
　戦場は，企業間の技術革新競争や国家間の利権や領土問題をめぐって起こるサイバー戦争とし
て，インターネットあるいはコンピュータに現れる。
　戦場は，表象や比喩として，歴史や地域を越えて転地し，いつでもどこにでも現れる。
　婚活会場もまた戦場である（ネットには「婚活という戦場で＂勝つ＂ためのファッションテク
5 選」というのもある）。自然と闘う生産者にとって農地は戦場である。受験生にとって受験会
場は戦場である。
　メディア・ネットワークにおいて，アンカラ，ダッカ，ペシャワルなどに交錯しながら，戦場
はますます比喩となり，そこにさまざまなメディア身体を係留させる。われわれの一挙手一投
足 ― さまざまな戦場で勝つための道具，知識など ― が，現れる。そこがたとえばテレビやイ
ンターネットやゲームや映画などのばあい，さまざまな広告とともに戦場は商品化される。
　今日にいたるまでに，時間は時計として，ビジネスはブランドの鞄や車として，生死は保険と
して，商品化されている。
　アクセスの時代にあって，ジェレミー・リフキンは『エイジ・オブ・アクセス』（2000）の
「人間関係の商品化」において，経験をはじめ，人間生活全体に網を張る，あらゆる形態の商業
ネットワークは，一瞬一瞬の生きた時間を商品の状態に還元してしまうという（Rifkin 97）。
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　時間や空間あるいは人間までもが商品化される時代にあって，戦場は，特別の商品として広告
されブランド化される。
　スターというブランドについての論文が，マーク・レスラーの “Forever COOL James Dean 
and the Power of Branding” である。1955 年公開の『エデンの東』や『理由なき反抗』で知られ
る俳優ジェームズ・ディーン（1931-1955）についてレスラーは，ブランドという差異化は，消
費者に特別の益を供与するという。競争からぬきんでるブランドは，引きつけるという圧倒的な
力で，ディーンをクールな反逆者として差異化し，他のハリウッド俳優に一線を画する。
Differentiation involves showcasing the brand’s unique beneﬁts and characteristics to the 
consumer. The brand should stand out from the competition in an attractive and compelling 
manner while offering the customer attributes and beneﬁts he cannot ﬁnd elsewhere. Dean is 
remembered as the “original rebel,” a unique title that differentiates him from many other 
Hollywood personalities. （Roesler 24）
　店舗もまたブランドである。アーノルド・レベッカのいうブランドとはその芸術性に関わるが，
2007 年ワルシャワにオープンしたコム・デ・ギャルソンの「ゲリラ・ストア」の内装について，
レベッカはいう。
It （guerrilla store） therefore plays into the key elements of early 21st-century high-fashion 
consumerism, by emphasizing desire, lifestyle, and identity. As such, the store, again like street 
cultures, suggests individuality yet membership of a group. It advocates shopping as an experi-
ence, in this case akin to visiting a small art gallery. Importantly, it builds the brand in a 
manner that is in keeping with its intellectural ethos. （Arnold eBook）
この店舗に見えるものは欲望，生活様式そしてアイデンティティであり，21 世紀高級ファッ
ション消費主義の構成素である。と同時にストリート・カルチャーのように店舗は，個でありグ
ループである。ショッピングはアート・ギャラリーの訪問経験であり，知的で芸術的であること
においてブランド化される。
　現れを基盤とするメディア社会にあって，ブランドは特にファッションに関わる。差違，知性，
芸術性を属性とするブランドは，個として共存するメディエイター身体の一つの形である。アリ
ソン・バンクロフトのいう，革新である。
Fashion is, perhaps, primarily concerned with innovation in the surface decoration of the body, 
and the wider social and cultural responses to this innovation. It would follw, then, that it is the 
wearer, and the act of wearing, that are in fact central to fashion. （Bancroft eBook）
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革新を着こなす，つまり身体化するというバンクロフトのファッション論は，ココ・シャネル
（1883-1971）の闘いを思い起こさせる。「装飾過剰が女たちの体のラインを殺し，まるで熱帯雨
林の寄生植物が樹木を殺すみたいに，ゴテゴテした飾りが体を押しつぶしていた」というシャネ
ルは，「新しい世紀の児であるあたしは，新しい世紀を，服装で表現しようとしたのだ」（『巨匠
たちの青の時代「ココ・シャネル」』NHK 2011 年放送）という。
　着るという上演とともにあるファッションは，自己をきわだたせて見せることにおいて精神を
高揚させ，生活スタイルを革新し，マクルーハンのいうメディアの拡張として，社会や時代を変
革する。
　しかしファッションは元来ビジネスと関わる。キャットウォークだけではなく，美術館や自然
環境を舞台に見せるショーは，ブランドという芸術性の高い差異として広告され消費されて行く。
　広告や商品化はマーケティングに関わるが，工業化時代それは「工場から生み出される製品を
すべての潜在的購買者に売り込むことだった」（16）とフィリップ・コトラーはいう。やがて情
報化時代では，消費者中心のアプローチになるが，今日では，価値主導の段階であり，消費者は
「マインドとハートと精神を持つ全人的存在」（17）となる。メディアネットワークにおいて，わ
れわれはコトラーのいう「コミュニティの一員のようなもの」（69）としてブランドに関わって
いる。
　そのようにして，われわれは個としてしかしネットワークにおける共として，戦場ブランドを
消費する。
　戦争と経済の活性化，徴兵制と志願兵制のコストパフォーマンス，兵士の報酬など，ポール・
ポーストは『戦争の経済学』において，経済が戦争や国防とどのように関わるかを分析する。
「防衛支出と経済」，「兵器の調達」，「テロリズム」などの章からなり，戦争はペイするかどうか
を問う。
　民間軍事サービス業の台頭についてロルフ・ユッセラーは，第二次世界大戦のあと，一匹オオ
カミが旧植民地とくにアフリカで冒険と幸福と金を目当てにうろついていたが，冷戦終結後，ほ
ぼ二百年間ならず者の烙印を押され社会の片隅に追いやられていた傭兵は，いま再び脚光を浴び
ようとしているという。
民間軍事会社は，国家，政府機関，人道支援団体，平和組織，それどころか国際連合とさえ
正規の契約を結ぶようになった。傭兵部隊が……適正な経理を重んじる堅気の企業に様変わ
りしたのだ。（128）
　アメリカ軍の変容についていうネグリとハートは，軍の元将校は請負業者として，兵士の訓練
や補充，戦場での支援や作戦上の任務を請け負うが，契約によって採用されるこれら民間の軍事
専門家は，兵役にともなう公的説明責任を持たないという。つまりともに金で雇われた軍事支援
者と兵士との区別が曖昧になる。しかも米軍兵士たちは合衆国の最貧困層出身であり，アフリカ
51クリエイティヴ・メディエイターの戦場
系アメリカ人をはじめようやく市民権をえた者が多数存在する。すでにアメリカ兵はジョン・
ウェインではない。
The representative image of the U.S. soldier is no longer that of a John Wayne, and, more 
important, the proﬁles of U.S. soldiers do not resemble the proﬁles of the U.S. citizenry. （47）
戦争は経済であり雇用であり，戦場はマーケットである。だから戦場はブランド化される。砂塵
のなかを突進する戦車，前線で撃つ女性兵士の横顔，負傷した子供を背負う兵士，などなど抒情
をかき立てる映像は芸術的に構成され，差異化される。そこには映画のヒーロやヒロインが現わ
れ，テレビやインターネットの広告などさまざまなメディアによって美化され，戦場の真実は抑
圧，隠蔽される。
　日中戦争下の 1938 年 9 月，慰問雑誌『戦線文庫』が海軍の肝いりにより誕生し，戦地の兵士，
国内の傷病兵に各々一冊ずつ配布された。創刊の辞によると「前線将兵を鼓舞し，時には消閑の
良友となり，陣中余興大会に利用できるやうな特別配慮に編集された雑誌」と，発行目的が明ら
かにされている（押田 3）。発行，編集制作はこの雑誌のために創設された出版社，興亜日本社
だが，創刊号には，スター女優桑野通子の写真に添えられた慰問文が掲載されている。
「忘れ得ぬお写真，戦火の国防戦をお守りくださる皆様に厚くお礼申し上げます。これは私
事で御座いますが，この夏のこと戦線の勇士の方からファンだからサインしたブロマイドを
送れとのことで早速お送りいたしましたのに，お手に入らぬうちに名誉の戦死をあそばされ
たのです。そのご通知頂いて暗然と致しましたが何時もスタジオを見たいと口癖に言ってた
から（ママ）とその方のお写真をお送り下さいましたので机上に飾り毎日ご冥福を祈り，
時々スタジオへもお連れ申し上げております。どうぞ海の勇士の皆様お体にご注意遊ばされ
てご奮闘のほどお祈り申し上げます」。（40）
サイン入りブロマイドを送れとあるが，「事実，戦場の兵士はアイドルのブロマイドを熱狂的に
求めていた」（40）と押田は『兵士のアイドル』においていう。
　だからこそメディエイターは戦場にむかい，その真実を伝達する。
メディエイターは戦場にむかう
　戦場で取材するジャーナリストは，たとえばベトナム戦争にあって，戦局をかえた。日本人カ
メラマンは，ベトコン壊滅のために家々を焼くアメリカ兵の暴挙を撮影しこれをアメリカの報道
関係に送ったことは知られている。つまりアメリカのジャーナリストが政府の圧力のために成し
えなかったことを別の国のジャーナリストが成し遂げたのである。
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　山本美香は『ぼくの村は戦場だった』において，戦場は静かだがそこでは人が死ぬ，という。
戦場では，絶えず，銃弾の雨が降っているわけではない。
信じられないほど激しかった戦闘がパタリと止み，静寂があたりを包むこともある。
その隙を見逃さず，田畑を耕し，食事を作り，家族を養うたくましい人々の姿がある。
どのような状況でも人間は生きていくのだ，と勇気をもらってばかりだ。
しかし，そんな彼らが，一瞬にして命を落としてしまうのも戦場なのだ。（4）
山本は従軍カメラマンではない。ジャーナリストとして，たとえばアフガニスタンでは抑圧され
ている女性たちにインタビューをする。国家が戦場カメラマンの視点からでは伝えられないこと，
戦地に生きるごぐ普通の家族，女性そして子供達の戦場を伝える。2012 年，シリアで不慮の死
をとげるにいたった山本が残したノートには，伝達と抑止とある（『それでもジャーナリストは
戦場に立つ』［NHK 2013 年放送］）。
　石丸次郎は「後藤健二氏の人質・殺害事件がもたらした影響」において，「戦争が始まると国
家権力は戦場を隠蔽し，嘘をつく」という。
だからこそ，ジャーナリズムの眼が現場に必要なのである。憲法違反が濃厚な「安保法制」
が 2015 年 9 月に成立し，米軍を支援するために自衛隊を海外派遣しようという動きが強
まっているから，ジャーナリズムは世界で米軍が何をしているのか，戦地ではどのように受
け止められているのか目撃し，伝え，記録しなければならない。（石丸 24）
「紛争地を抱える中東の事実を見る『目』の役割」の川上泰徳，「戦場の人々を見つめるまなざ
し」の玉本英子とおなじく，石丸もまた戦場の事実を見る目になることをジャーナリストの使命
とする。
　高橋邦典は『ジャーナリストはなぜ「戦場」へ行くのか』において「米国メディアの危険地報
道」と題し日米メディア業界の相違 ― 米の個人主義や日本の事なかれ主義 ― について記す。
高橋は，報道カメラマンとしてアメリカのボストン在住時，アメリカ軍と行動を共にする。イラ
クの隣国クウェートの砂漠につくられたアメリカ軍キャンプにいたが，「2003 年 3 月 18 日，ア
メリカのブッシュ大統領の声明を受けて，中東各地に待機していたアメリカ軍が，戦争開始にむ
けて準備をはじめた」（高橋『ぼくの見た戦争』6）。はじめてイラク兵の死体に遭遇したときで
ある，車輪にひかれたのか，膝の間接がはずれ，両足が不自然なかたちでひらき，仰向けに転
がっていた。「かわいて黒ずんだ血，かたくマネキンのように見える肌を見ながら，ぼくのなか
にはじめて戦争の実感が，じわりとわきだした。『これが戦争なんだ。人が死ぬ。多くの人びと
が……』」（21）。高橋は戦場の現実を問題にする。夢や絶望ではなく，生と死の現実を問う。『そ
れでもなぜ戦場に行くのですか』（NHK 2016 年 1 月放送）で，フリージャーナリストとしてイ
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ンド在住の高橋は，銃をつきつけられたり，隣の兵士が傷ついたり死んだりしたとき，現実に気
づくと話す。
　横田徹は，むしろ商品化する戦争を意識しているジャーナリストである。『戦争中毒』のなか
で横田は，カンポジアに入って 4 日目に，「スクープ」を撮ったときの経験を記す。兵士たちが，
バラバラになった仲間の遺体をかき集めると，それは肉の山になるが，これが，横田が初めて見
た，戦場で死んだ人間の姿だった。これを撮った横田は AP 通信プノンペン支局長のロビンに話
すと，写真は AP が買うという。しかし結果的に写真は一枚も売れなかった。「そうだった，新
聞で使う写真は，死体をそのまま撮ってはいけないのだった。死体そのものよりも，その死体が
意味する出来事を撮らなければ，売れないのだ」（57）と気づく。
　たとえその写真が戦場の現実を撮ったものであれ，商品として「出来事」を表象していなけれ
ばならない。命がけで戦場に向かうジャーナリストにとっても，売れる商品を生産するかどうか
が問われるのである。商品としての戦場を意識する横田は，シリア内戦について，「金が無くな
れば戦場に行くというフリーランスの典型的な悪いスパイラルと分かりつつも，困窮した状況を
変えるにはシリア内戦しかなかった」（176）という。
　戦場が商品化されるとき，戦場で暴力的に現れている現実を，プロのジャーナリストでさえも，
的確に伝達することが難しくなる。政治や市場経済をはじめさまざまな次元や領域で，戦場はブ
ランド化されているためである。あるいはブランドとして戦場物語が構成されているからである。
　メディアのテクスチャーは出来事と記憶である。この横糸と縦糸によって織られるメディア・
テキストは多元重層的に交錯するが，個としてわれわれは共にアクセスしそこで意味を共有する
ために，メデイア断片をもとに物語をつくりまたつくりなおす。
　セバスチャン・ユンガー（Sebastian Junger）は，Tribe: On Homecoming and Belonging におい
て，生死をかけて闘わねばならない戦地では，兵士たちは仲間として強く団結するという。戦場
で兵士たちは，人種，宗教，政党などの違いを気にかけないが，祖国アメリカに戻るとそこは，
収入格差，人種や年齢による隔離，無差別発砲，政治的罵詈雑言や軽蔑に溢れている。戦場では
なく，祖国アメリカで，人は壊れるという。
　しかし戦場での団結は戦うための物理的条件だし，だからこそ団結は永年に渡って物語られな
ければならなかった。戦場で兵士は見捨てられることはなく，だから共に団結して戦うという美
学は，西部劇に見る荒野の騎兵隊や駅馬車，プロパガンダ映画やドキュメンタリーをはじめさま
ざまなメディアによってつくられつづける大いなる物語である。むしろ兵士たちは，広告されブ
ランド化された戦場幻想と生死という現実との乖離のために，戦場の現場で壊れるのではないか。
　戦争は，若い兵士たちにとって仕事であって，とっとと終わらせて家に帰ろう，というのが本
音だと高橋はいう。そんな兵士やジャーナリストにとって，自分の身は自分で守るのが基本だと
高橋はいうが，開戦から 20 日，はじめて見たアメリカ兵の死をこのようにしるす。
爆発で，ふきあげられたほこりのなかをかけよったぼくらの目にとびこんできたのは，へば
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りつくように地面に横たわった一人の兵士の姿だった。血だらけの頭は，ほとんど胴体から
切りはなされている……
ぼくは今，戦場にきている。（27-29）
メディエイターはアートに向かう
　アートは，生を組み立て直す。日露戦争で敗北，窮状は国内に蔓延し，第一次世界大戦中の
1917 年，ロシア・フォルマリストとして知られるヴィクトル・シクロフスキーは異化論を世に
問う。
Habitualization devours works, clothes, furniture, one’s wife, and the fear of war. . . . And art 
exists that one may recover the sensation of life; it exists to make one feel things, to make the 
stone stony. The purpose of art is to impart the sensation of things as they are perceived and 
not as they are known. （Shklovsky 20）
ありとあらゆるものは習慣化する。仕事，衣服，家具，そして戦争への恐怖にまでわれわれは無
感覚になる。1917 年というロシア 2 月革命の時期，皇帝軍に無差別発砲される日のつづくなか，
戦争は常態となり，これに馴れ生気を失っていく人びとに向かって，シクロフスキーはアートの
力を主張する。アートは，モノを見慣れないものへと異化する。いったいそのモノは何なのかと
いう認知にいたるプロセスは長引き，やがてモノを感じ，生きる感動を取り戻す。
　かつての大いなる国民国家の時代，第一次そして二次世界大戦へと突き進んでいた狂気の時代，
1932 年にフロイトがアインシュタインへの手紙のなかで「肝心なことは，人間の攻撃的傾向を
戦争などに発揮される必要のない程度に別の方向に向ける試みならできるということです」（11: 
258）と記すにいたる時代，狂気と殺戮の時代に，アーティストたちは，はじめにダダ運動とし
て，1920 年，既成価値の転覆を宣言する。これにつづく 1924 年，精神の解放としてアンドレ・
ブルトンはシュルレアリスム宣言をする。絵画「セレベス」（1921）や「大将軍」（1923）で知ら
れるマックス・エルンストは「シュルレアリスムとは何か」のなかで，シュルレアリストは，内
界と外界が境を接する領域を，自由に大胆にまったく自然に動きまわり，この境界の領域つまり，
超現実で見たことを記録し，「自らの革命的本能の赴くところに精力的に参加する」（186）とい
う。
　内界と外界が境を接する境界領域は，フロイトのいう知覚意識と前意識の交錯するところ，社
会や権力と欲望や夢が交錯するところであり，ここにたち起こるアートは，ルネ・マグリット，
マン・レイ，ポール・デルヴォーなどがそうするように，現実にあるモノへの認知を問う。そこ
にある見慣れたモノ ― 戦車（エルンスト），軍靴（マグリット），都市（エルンスト），人間
（ダリ），魚（レイ）― は強烈に異化され，現実の意味を問うようにと仕向けられる。
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　第二次世界大戦時，全米で 10 のキャンプに強制収容された日系アメリカ人たちが，バラック
の外で見つけた素材をつかって作った日常品や工芸品は，日本では 2012 年 11 月，「尊厳の芸術
展 ― “The Art of Gaman”」として東京藝術大学美術館にて開催された。収容所を囲む荒地に転
がる雑木でつくられた鳥や動物，家具などの工芸や，山々の絵画は，記憶の中の荒廃した収容所
環境を異化し，日系アメリカ人の日常を尊厳あるものとして思い起こさせる。そのようにして，
現実感覚や生きる感動を取り戻させる。
　すでにマクルーハンは 1960 年代，アートの重要性を問題視していた。メディア・テクノロ
ジーは新たな環境をつくるが，ときに人は環境の変化のために感覚麻痺を起こす。マクルーハン
のいう感覚比率（“sense ratios”）とは，視覚や聴覚という人間の感覚バランスのことであり，テ
クノロジーはこのバランスに変調をもたらす。芸術家は，新しい技術が意識の働きを麻痺してし
まう前に，感覚比率を矯正することができる。
The artist can correct the sense ratios before the blow of new technology has numbed 
conscious procedures. He can correct them before numbness and sbliminal groping and 
reaction begin. （Understanding Media 65-66）
　感覚比率の矯正力はどうして生じるかといえば，アートは環境を知覚させる「反環境」あるい
は「対立環境」だからである。シクロフスキーのいう習慣化／自動化のために，あるいは環境を
日常だと思い込んでいるため，環境への知覚は鈍り全体像をつかむことが難しくなる。文化の体
系を自覚することなく日常を過ごしてしまう。『メディア論』の「ペーパーバックへの序文」の
なかで，マクルーハンは，われわれの心身能力の拡張としてのメディア・テクノロジーは，つぎ
つぎとあらたな環境をつくりつづけ，ときに感覚比率を狂わせることになるが，反環境
（“anti-environment”）や対立環境（“counter-environment”）としてアートは「知覚と判断を訓練
する手段」となる。環境変化によって失うかも知れない感覚比率を調整し，バランスのとれた人
間をつくるのに役立つ。
　アウシュビッツへと，列車に詰めこまれ強制収容された人たちのあの無気力な表情がある。ア
フガニスタンやイラクでの戦争で家族を亡くし自失呆然と立ち尽くす人々の顔。極限状況にある
人間の生をアートは生き生きとしたものにすることができるのだろうか。大江健三郎は『小説の
方法』において，シクロフスキーの知覚の自動化作用からの解放としての異化について論じるな
か，シクロフスキーとボリス・エイヘンバウムのトルストイ論を引き合いにだしてつぎのように
いう。
トルストイが，いかになにもかも「異化」するか。在来あるものの見方に対して，いや事実
はそのようなものではないものとして，現にこのようにあるのだ，といかに執拗な否定をく
りかえして，「異化」を実現しつづけるか。（6）
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異化は，たんに日常的に使い慣れた言葉を見慣れないものに組み立て直すのではなく，芸術家と
ほかのアーティストの関わり，そしてこのようにして生まれる芸術とわれわれの関わりとして，
日常を問いなおす。バフチンの言うように聖と俗を転倒させるカーニバルであれ，瓦礫となった
3.11 の現実で演奏される音楽であれ，現実への異化としてアートは日常生活の死からわれわれを
解放する。この解放はたんなる個人的ではないかぎりにおいて，共有される意味として，生きる
価値として，個と共にとってのあらたな解放の物語となる。
　「村上隆の五百羅漢図：回帰と新生」において三木あき子は，2011 年の東日本大震災にあっ
て「宗教と芸術と人間の死といった壮大なテーマ，不可能とも思えるような巨大スケールの目標
を設定する必要があったことも否定できない」（30）という。村上は，絶望的状況にあって，希
望を語る物語としての「宗教的文脈の芸術」の必要性を目の当たりにするという。村上の『五百
羅漢図』はテーマや制作方法において，多くのアーティストがさまざまな分野で無力感を抱き創
作できなくなっていた現状への異化であり，現状からの解脱である。
アートと日常と物語
　メディアはアートとおなじように働く，というのはマクルーハンの慧眼である。アートは，美
術館だけにあるのではない。アートはわれわれの日常につながっている。いやむしろアートは日
常としてさまざまな人間や出来事や記憶をコラージュしている。
　メディア・アーティスト眞鍋大度は，ドローンを持って踊るダンサーの動きをコンピュータに
記録する。そのデータをもとにドローンをコントロールするとダンサーと一体化して作動するが，
スポットライトが取り付けられたドローンはダンサーの動きにあわせて光と影をつくりだす。
「ドローンと拡張現実を組み合わせる新しい技術」だという（「本木雅弘×真鍋大度」）。拡張現実
とは，物理的な身体とメディアが構成する新たな現実である。パフュームのアメリカでのライブ
では，上演と仮想空間が目まぐるしく入れ替わり，この現実が世界に同時配信され評判を呼んだ。
すでに拡張現実は，超現実ではなく，われわれの日常である。パソコン，新幹線，スマホ，テレ
ビなど身の回りにあるテクノロジーとの共存それじたいが，マクルーハンのいう拡張現実であり，
われわれの日常である。
　そこは初音ミクのコンサート会場ではなくとも，そこスクリーンに映像と音に変換された電磁
波は出現していなくとも，そこにデータを記憶するドローンが飛んでいなくても，われわれはパ
ソコンのまえに座りながら，ベッドに仰向けになってスマホを見ながら，散歩しながらポケモン
を捕まえようと，拡張現実を経験している。
　「デジタルメディア時代のアート」において，草原真知子は，既存の西欧的アートのパラダイ
ムと情報メディア社会にはズレがあるという。ジャンルとしてのデバイスアートをはじめ，アウ
ラを放つ一過性の伝統的的アートと無限複製可能かつ二次創作可能なデジタルメディアの両極の
間に，メディアアーティストは立つという（草原 226）。しかしすでにアートは西欧芸術とメ
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ディアアートの二項対立としてあるのではなく，交錯や融合や協働としてある。
　この時，境界を越えて移動する複合的主体としてあるわれわれメディエイターは，何によって，
その存在が保証されているのだろうか。アイデンティティをどのようにして実感することができ
るのだろうか。仮想と現実が衝突あるいは融解しあい，伝統とテクノロジーが対立，補完，協働
しあう世界にあって，主体のアイデンティティを構成しつづけるプロセスとは，物語るという上
演をのぞいて他にないのではないか。
It is through narrative that the world appears in its vividness and in its capacity to relate and 
sustain signiﬁcance. （Silverstone, Media and Morality 52）.
　はじめに兄弟たちは父を倒すために団結しなければならなかったが，声や身振りが，物語り行
為となったにちがいない。フロイトの「トーテムとタブー」（1913）に読めるように，原父殺し
が近親相姦のタブーをつくり宗教，道徳，社会そして芸術や文化の起源となり，この起源が，エ
ディプス・コンプレックスとこれを克服する物語をつくることになる（3:277）。起源の物語は，
この記念碑的出来事のレトリックとして，時を越えありとあらゆる地域において語りつづけられ
る。
　しかし今や物語は，兄弟たちだけではなく，多元重層的主体としてのメディエイターが語るの
である。ありとあらゆる出来事の記憶が交錯しつづける身体としてのメディエイターが語るので
ある。災害，海外旅行，健康，料理，スポーツ，音楽や映画などに参加する文化経験者，消費／
生産しつづけるメディエイターは上演として物語を再生産しつづける。
　物語る主体は多元重層的に関わり絡みあいながら現れ，上演し，またしても物語る。ハイブ
リッドな主体は，現れるという行動において，消費／生産をくりかえし，翻訳をとおして意味を
つくり直し，コミュニケーションしあう。すでに主体のアイデンティティは物語るプロセスにお
いてつくられつづける。
クリエイティヴ・メディエイター
　物理的で仮想現実的ネットワークを生きるメディエイターは，媒体であるかぎりにおいて，そ
の主体は多元重層的であり，コミュニケーションは日常である。元来，コミュニケーションは交
換である。にもかかわらず主体として現れるかぎりにおいて，他者とは異なるアイデンティティ
をファッションする。現実／仮想，主体／他者を越え，革新的に現われつづける。
　このような主体が物語る現場は，たとえばロン・ミュエックの創作現場のように共働する場で
ある。総勢 200 人以上の参加によってつくられたという村上隆の『五百羅漢図』の制作現場のよ
うにである。
　創造的にして構築的メディエイターは，ネグリとハートのマルチチュードを思い起こさせる。
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マルチチュードもまたネットワークであり，それぞれの差異を自由で対等に表現する開かれた
ネットワークである。共に働き生きるためのネットワークである。
The multitude too might thus be conceived as a network: an open and expansive network in 
which all differences can be expressed freely and equally, a network that provides the means of 
encounter so that we can work and live in common. （Multitude xiv）
マルチチュードは混沌や社会的騒動ではなく，〈共〉を生産する。この〈共〉は，コミュニケー
ションの基盤である言語，象徴，思考だが，これらがコミュニケーションにおいて生産されるか
ぎりにおいて，さらに新たな〈共〉を未来に向かってつくりつづける。マルチチュードにとって
コミュニケーションは生産である。
What it produces, in fact, is common, and that common we share serves as the basis for future 
production, in a spiral, expansive relationship. This is perhaps most easily understood in terms 
of the example of communication as production: we can communicate only on the basis of 
languages, symbols, ideas, and relationships we share in common, and in turn the results of 
our communication are new common languages, symbols, ideas, and relationships. （197）
言語，象徴，思考そして関係を基盤とする〈共〉とは，意味を共有させる物語である。メディエ
イターは物語という〈共〉を生産し，物理的にして仮想的ネットワークとしてある。仮想現実に
係留されながら物理的現実へと働きかけるメディエイターは，文化経験への絶え間ないアクセス
であり，時間と空間をかるがると越えて旅する転地の経験者である。
　アートを暮らしとして，暮らしをアートとして物語るメディエイターは ― 男性用小便器を
『泉』（1917）と称して出品したマルセル・デュシャンを思い起こすが ― 日常を生きるファッ
ションという個であり共であることにおいて，クリエイティヴ・メディエイターと呼ばれるにふ
さわしい。
　美術史家の宮下規久朗は，太平洋戦争の時代の美術について，「戦争画は，明治以降の西洋画
学習の集大成」だという。大舞台を与えられた画家たちは使命感に駆られて高揚するが，戦争画
は「美術と大衆との空前絶後の蜜月であった」。軍部の圧力によって描くことが強制され，戦意
高揚のプロパガンダという戦争画への批判を認めたうえで宮下は，日本美術がはじめて公共性を
獲得した記念碑であり，近代美術の到達点だという（「つれづれ彩時記」『朝日』20 Aug. 2016）。
特別展『画家たちと戦争 ― 彼らはいかにして生きぬいたか』は，2015 年の 7 月から 2ヶ月以上
にわたって名古屋市美術館で開催された。そこで藤田の「血戦ガダルカナル」（1944）は展示さ
れたが，戦争の真実としてむしろ生きる力を描いたのが，美術館図鑑表紙絵ともなる，松本竣介
（1912-48）の自画像「立てる像」（1942）である。
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　クレア・ビショップの Artificial Hells: Participatory Art and The Politics of Spectatorship が出版
されたのは 2012 年である。参加型アートの系譜を 21 世紀初頭より事例として描出するが，「虹
のキャラヴァンサライ　創造する人間の旅」は今年で３回目になる「あいちトリエンナーレ
2016」のテーマである。芸術監督の港千尋は，この芸術祭について，美術，映像，音楽，パ
フォーマンス，オペラなどの芸術活動をできる限り「複合的」に扱うという。芸術が専門化して
ジャンル化する前の「自然界との連続性を再発見」し，「同時代に生きる人間が創造行為を通し
て自由にアイデアを交換し，その方法を知り，感動を共有する，開かれた『祝祭的』場」だとい
う（Web）。
　参加型アートの場にあって，アートは暮らしとして日常化する。アートは創造的上演として日
常化する。このような場にクリエイティヴ・メディエイターは現れる。
　9.11 は，つまるところ国民国家という想像の共同体崩壊を象徴する出来事なのだろうか。国民
国家のつぎに来るべき国家のありようを論じるために，ナショナリズムでも反ナショナリズムで
もない第三の道を切り拓くべきだと，鄭暎恵は『〈民が代〉斉唱 ― アイデンティティ・国民国
家・ジェンダー』でいう。2003 年の出版である。イラク戦争が勃発した年である。
　国家を越えて同時多発的に，テロは頻発しつづける。テロはますますメディア・ネットワーク
化するグローバル環境に現れつづけ，ローカルであるはずの文化は恐怖に感染する。ますます比
喩化し商品化する戦場はブランドとしてその現実を隠しはじめる。
　われわれにとってメディア・リテラシーとは何かと問われれば，個という共として生きるわれ
われはみなクリエイティヴ・メディエイターだという認識である。さらにいえば，ネットワーク
化し文化に蔓延する恐怖や屈辱から個を解放するための戦場は，他ならぬ日常にあることの自覚
である。
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